





英 米 学 科 






































安藤 貞雄（2005）『現代英文法講義』 開拓社. 
千葉 修司（2018）『英語の時制の一致―時制の一致と「仮定法の伝播」』（開拓社叢書 32） 
開拓社.  
Comrie, B.（1985）Tense.  Cambridge U. P. ［邦訳 『テンス』 久保修三，開拓社，2014.］  
Curme, G. O.（1931）Syntax.  Heath. 
江川泰一郎（1991）『英文法解説〈改訂 3版〉』 金子書房. 
細江 逸記（1932/ 1973）『動詞時制の研究〈新版〉』篠崎書林. 
井上 義昌（1966）『詳解 英文法辞典』 開拓社. 
Jespersen, O.（1924）The Philosophy of Grammar.  Allen & Unwin.  ［邦訳 『文法の原理』 
半田一郎，岩波書店，1958.］  
Leech, G.（19872）Meaning and the English Verb.  Longman. ［邦訳〈第 1版〉『意味と英
語動詞』 國廣哲彌，大修館書店，1976.］  
中澤 敏明（2017）「機械翻訳の新しいパラダイム：ニューラル機械翻訳の原理」『情報管理』
60: 5.  (URL) https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/60/5/60_299/_html/-char/ja/ 
溝越 彰（2016）『時間と言語を考える－「時制」とはなにか』（言語・文化選書 61）開拓社. 




坂原 滋・水光雅則・田窪行則・三藤 博 [共訳]（1996）『メンタル・スペース』白水社.（orig. 
Gilles Fauconnier, Mental Spaces, Cambridge U. P., 1994）  
宗宮喜代子（2012）『文化の観点から見た文法の日英対照－時制・相・文型・格助詞を中心に』
ひつじ書房.  
宗宮喜代子・糸川 健・野元裕樹（2018）『動詞の「時制」がよくわかる 英文法談義』 大修
館書店. 
Swan, M.（20164）Practical English Usage.  Oxford U. P. ［邦訳〈第 4版〉『実例・現代
英語用法辞典』 吉田正治，研究社，2018.］  
Sweet, H.（1898）A New English Grammar, Pt. II: Syntax.  Clarendon. 
Thomson, A. J. and Martinet, A. V.（19864）A Practical English Grammar .  Oxford U. P.   
［邦訳〈第 4版〉『実例英文法』 江川泰一郎，Oxford大学出版局，1988.］  
Quirk, R. et al.（1985）A Comprehensive Grammar of the English Language.  Longman.  
山岡 洋（2014）『新英文法概説』 開拓社. 
〈資料〉  


















ついては研究社新英和大辞典には/ lɪ́lɪpʌ̀t, lɪ́ləpʌ̀t, -pәt, -pʊt/が示されている。（３番目と４









音と語感については、“Lilliput”に対して little や petit、petty などを挙げて小さな感じが
表 1   
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“GOLBASTO MOMAREN EVLAME GURDILO SHEFIN MULLY ULLY GUE, 






















完成物 the perfection of nature」であると述べている。 
中野はこの英語の部分に注を付けて「発音については諸説あり、しばらくジョーンズ発音辞
典に従った」としている。Daniel Jones の発音辞典ではこの語の発音は[ˈhuː.i.nəm,  US  
ˈhwin.əm]である。『研究社新英和大辞典』ではイギリス発音は/húːɪnәm, huːɪn-/（２番目は
ɪにアクセント）で、語源欄に「《1727》馬の鳴声を示す whinnyからの Swiftの造語」とある。 
この発音表記をカタカナにすると確かに「フーイナム」「フーイヌム」といったところであり、中
野が「フウイヌム」としたのも可能な範囲に入ると思われる。 





























れているが、次の引用のように文頭でない箇所でも Their で受けている。“Then said the 
gods, making the signs of the gods and speaking with Their hands lest the silence of 
Pegāna shoud blush; . . . . ”（12）“MĀNA-YOOD-SUSHĀĪ”のみすべて大文字で書かれ
ているのは、世界と神々を生み出した特別な存在だからであろう。 
15
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Before there stood gods upon Olympus, or ever Allah was Allah, had wrought and 
rested MĀNA-YOOD-SUSHĀĪ. 
There are in Pegāna Mung and Sish and Kib, and the maker of all small gods, 






























































 『火星のプリンセス』A Princess of Mars (1917)は、アメリカの南軍騎兵隊大尉ジョン・カータ
ーが突然に火星に飛んでいってしまい、火星のヘリウム王国王女デジャー・ソリスを助けて大





 表 3に主要登場人物と日本語表記を挙げる。 
表 3  
 英語表記 日本語表記 
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 表 3に主要登場人物と日本語表記を挙げる。 
表 3  
 英語表記 日本語表記 
緑色人 Tars Tarkas タルス・タルカス 
Sola ソラ 
Sarkoja サルコジャ 
Lorquas Ptomel ロルクワス・トメル (注) 
Tal Hajus タル・ハジュス 
赤色人 Dejah Thoris デジャー・ソリス 
Tardos Mors タルドス・モルス 
Mors Kajak モルス・カジャック 
Kantos Kan カントス・カン 











３．“The Call of Cthulhu”  
 
“The Call of Cthulhu”(1928)はH. P. Lovecraftによる短編で、1928年に雑誌Weird 




















































・アポストロフィ ’  音の区切りとして使うことが多いようだがよく分からないことが多い。上の項
参照。（IPA では放出音を示すが、それを意識しているものはほとんどないであろう。）
“R’lyeh”参照。 
・英語の子音連鎖の規則に合わない連鎖 例えば語頭に子音が 3 つ続くときは最初は/s/、二
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返される。例えば、ウィルコックスは夢で聞いた“a voice that was not a voice”からなんとか音
にしてみる。 
 
he attempted to render by the almost unpronounceable jumble of letters, ‘Cthulhu 
fhtagn’ (143) 
 
The two sounds most frequently repeated are those rendered by the letters 




and of this [rite] Professor Webb had taken a careful phonetic copy from an aged 




“Ph’nglui mglw’nafh Ctulhu R’lyeh wgah’nagl fhtagn.”というもので、意味はほぼ “In 
his house at R’lyeh dead Cthulhu waits dreaming.”である。（150） 
荒俣は「Cthulhu—発音の謎」で諸説を紹介している。森瀬の「訳者解説」や Penguin 
Classics版の Joshiの注を合わせて Cthulhuがどう発音されるかを見てみる。 















Joshiは 1934 年の Lovecraft の手紙を引く。（森瀬もこれを引用している。）それによると、
この語は “absolutely non-human word”で、人間が完全に発音することはできないが、実
際の発音は “Khlûl’-hloo, with the first syllable pronounced gutturally and very 
thickly. The u is about like that in full; and the first syllable is not unlike klul in 



















版では “Cthulhu (/kəˈθuːluː/ kə-THOO-loo) is a fictional cosmic entity created by 




れていない。（cth や kth で始まる単語は英語にはほとんどない。chthonian（（神や霊が）地
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始めに述べたように、“vril”は作品中で重要な意味を持つ謎の力を指す。Vril: The Power 








ここで筆者は「ヴリル Vril は慣例に従い〈ヴリル〉と表記した。発音については訳註 30 を参
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